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コーディネーター  

菊池 章（大阪大学 感染症総合教育研究拠点 特任教授） 

河原 行郎（大阪大学大学院医学系研究科 ゲノム生物学講座 神経遺伝子学 教授） 

     主催：公益財団法人 千里ライフサイエンス振興財団  

         〒 560-0082 大阪府豊中市新千里東町１丁目４番２号 

千里ライフサイエンスセンタービル２０階 

E-mail：otk-2023@senri-life.or.jp  Tel：０6-6873-2006 

https://www.senri-life.or.jp 

 -千里ライフサイエンス新適塾- 

「難病への挑戦」第６６回会合 

「PPR タンパク質を利用したトランスクリプトーム編集技術の

開発、および創薬への応用」 

講   師  中村 崇裕（なかむら たかひろ） 

九州大学 大学院農学研究院 ゲノム化学工学研究室 教授 

エディットフォース株式会社 顧問 

日   時  ２０２６年５月２６日（火）１８：００～２０：１５ 

場   所  千里ライフサイエンスセンタービル 

講演会：６階 千里ルーム A（WEB 配信併用） ～19:15 

懇談会：５階 Port５                       ～20:15 

参 加 費  講演会、懇談会とも無料 

定   員   会場参加８0 名、WEB 参加 200 名 

    参加は事前申込みされた方（申込締切り５月２１日）のみとし、定員にな

り次第締切ります。参加希望者は、当財団のホームベージの「参加申込・受

付フォーム」からお申込み下さい。https://www.senri-life.or.jp 

   ＊オンデマンド配信は予定しておりません。 

参加申込 

mailto:otk-2023@senri-life.or.jp
https://www.senri-life.or.jp/
https://www.senri-life.or.jp/
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【要旨】 

「PPR タンパク質を利用したトランスクリプトーム編集技術の開発、 

および創薬への応用」 

九州⼤学 大学院農学研究院 ゲノム化学工学研究室 教授 

エディットフォース株式会社 顧問 

中村 崇裕 

 

様々な生物の DNA/RNA情報の入手が容易になり、生物の理解と利用が飛躍的に進歩してきた。特に

ゲノム編集技術の確立により、ゲノム中の特定の遺伝子の破壊や外来遺伝子の狙った位置への導入が可

能になり、生物に関する基礎および応用研究が大きく加速している。一方、ヒトなどでは、非常に多量の非コ

ード RNA や複雑な選択的スプライシングなどが見いだされ、これら新規の RNA、およびその機能が注目さ

れている。また、ゲノム DNA を不可逆的に改変するゲノム編集技術のオフターゲットに関する懸念も生じて

きており、ゲノム編集と同レベルで RNAを操作できる技術の確立が期待されている。 

我々は植物オルガネラの遺伝子発現の研究を起点として、植物に多く含まれる PentatricoPeptide 

Repeat（PPR）タンパク質に着目した研究、および応用利用を進めている。PPR タンパク質は、約 35 個のアミ

ノ酸からなる PPR モチーフの連続（平均 11 個）によって構成される。PPR タンパク質の多くは配列特異的な

RNA 結合タンパク質として、それぞれが異なる配列のオルガネラ RNA 分子に作用し、切断、スプライシング、

編集、安定性および翻訳などの多様な核酸代謝に関与する。我々は、PPRタンパク質の配列特異的なRNA

結合能を決定する RNA 認識コードを解明し、特定の配列に結合する人工 RNA 結合タンパク質を設計する

ための基礎知的基盤を確立した。本知見を基に、ゲノムスケールでの RNA操作技術、トランスクリプトーム編

集技術、の開発と応用分野への技術適用を進めている。 

本講演では、PPR タンパク質を利用したトランスクリプトーム編集技術のうち、翻訳、スプライシング、

RNA 編集などのアプリケーション、および筋強直性ジストロフィー1 型などの疾患に対する創薬への応用展

開を紹介する。 
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【略歴】 

 

2000 年 名古屋大学大学院理学研究科 博士課程修了 

2000〜2008年  テクニオン・イスラエル工科大学 博士研究員； 名古屋市立大学 博士研究員；  

JSPS 特別研究員ＰＤ； JST さきがけ「RNA と生体機能」専任研究者 

2009 年  九州大学大学院農学研究院 准教授 

2019 年〜 九州大学大学院農学研究院 教授 

 

その間、 

2015 年 エディットフォース株式会社を創業、同社・取締役、代表取締役を務め、現在は同社・顧問 

 


